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　新しい評価済核データライブラリ������-４．０が完成
し、公開されました。������-４．０は原子力利用のため
の基礎的な中性子核反応データを収納しており、原子炉
の臨界性や中性子遮へい，加速器の医学利用，宇宙の元
素合成等科学と技術の様々な分野で利用されます。
　������-４．０には４０６種類の原子核や元素の核反応
データが収納されています。������-３．３が２００２年に利
用されてから利用者からのニーズや改善要望に応え、改良
を進めてきました。特に、原子炉の高燃焼度化や廃棄物
処理等で重要となるマイナーアクチノイドや核分裂生成
物のデータを充実させるとともに、最近ニーズが高まっ
ている共分散（誤差）データも充実させることができま
した。表８�-１に欧米の評価済核データと������-４．０
の収納核種数などの比較を示します。収納核種数だけで
なく、誤差データや原子炉の発熱評価等で重要なγ線の
データ等も充実しているのが分かります。
　誤差データの例を図８�-３に示します。これは２３５�に中
性子が入射した際の核分裂断面積（反応確率）の誤差を
エネルギー間の相関を含め示しています。対角成分があ
るエネルギーにおける断面積の誤差（％）になります。対

�汎用評価済核デ�タライブラリ������������� ������の完成�
８－１ 科学と技術のための新しい核デ�タ集の誕生

角成分から外れている部分はエネルギー間の相関を示し
ており、あるエネルギーでの断面積の変動が他のエネル
ギーでの変動に影響する程度を示しています。
　また、������-４．０の完成には、臨界性等多くの炉物
理実験の解析結果を反映させ、従来の評価済核データよ
り予測性能が良いことを確認しています。図８�-４に高
速炉体系における解析結果を示します。この図は、臨界
性の指標である中性子実効増倍率の計算値と実験値の比
を示したもので予測精度が良ければ１．０となるものです。
従来の������-３．３と比べ������-４．０を用いた計算結
果の方が１．０に近い例が多く、予測精度が改善されてい
ることが分かります。
　������-４．０はオープンライブラリとして、自由に利
用することができます。核データ評価研究グループの
���ページ（����：��������．����．��．��������	
．����）
からダウンロードできるほか、����の核データセク
ションや��������のデータバンクなどの国際機関か
らもダウンロードできます。このため、国内のみならず
世界中の研究者や技術者たちが利用することが期待され
ます。

表８- １　評価済核データライブラリの比較
欧米の評価済核データライブラリと比べ収納核種数だ
けでなく�線データや誤差データも充実しています。

図８- ３　共分散（誤差）データの例
２３５�の中性子による核分裂断面積の共分散（誤差）を示していま
す。対角成分が断面積の誤差で、対角成分から外れた部分がエ
ネルギー間の相関を表します。あるエネルギーでの断面積が変
化すると他のエネルギーでの断面積の変動に影響する程度を
表しています。
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図８- ４　高速炉体系での臨界解析の例
計算値（�）と実験値（�）との比を表し、予測精度が良ければ１．０となりま
す。様々な高速炉体系で�����-４．０を使った計算結果は�����-３．３を
使った結果と比べ大幅に改善していることが分かります。
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